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平成26年第１回臨時会　議案の概要

第１回臨時会

議決した案件
●決算案…２件　●承認案…３件　●その他…１件
（●全会一致可決…４件　●賛成多数可決…２件）

Pick Up

平
成
25
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計

　
　

収
入
済
額
７
７
８
億
６
，
３
１
６
万
円
（
前
年
度
比
８
％
増
）

　
　

支
出
済
額
７
３
５
億
６
，
５
６
４
万
円
（
前
年
度
比
５
％
増
）

◎
委
員
会
で
の
討
論

反
対
討
論

　谷
委
員

　

寺
西
小
学
校
の
運
動
場
増
設
や
分

離
新
設
は
、
環
境
調
査
の
結
果
を
住

民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
、
住
民
が
納

得
す
る
提
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
問
題
が
あ
り
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　石
原
委
員

　

平
成
25
年
度
事
業
の
取
り
組
み
の

内
容
や
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

以
降
の
事
業
運
営
に
役
立
た
せ
て
い

か
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。
本
市
の

総
合
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
方
を
も
と
に
平
成
25
年
度
の
事

業
を
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
、
賛

成
す
る
。

◎
決
算
特
別
委
員
会
委
員

　

委 

員 

長　

中
曽　

義
孝

　

副
委
員
長　

山
下　
　

守

　
　

重
光　

秋
治

　
　

麻
生　
　

豊

　
　

宮
川　

誠
子

　
　

谷　
　

晴
美

　
　

大
江　

弘
康

平成25年度に実施した主なもの
　　　小中学校の耐震化	 3億867万円
　　　消防救急無線のデジタル化	 12億1,472万円
　　　寺家新駅周辺の整備	 7億207万円
　　　西条駅の機能強化	 8億1,972万円
　　　農業の担い手育成	 1億1,418万円
　　　芸術文化センターの建設	 25億405万円
　　　市民協働のまちづくり推進	 4億3,308万円

乗
越　

耕
司

新
開　

邦
彦

中
平　

好
昭

鈴
木　

利
宏

石
原　

賢
治

市税
316億8,896万円

(40.7)

国庫支出金
85億7,775万円
(11.0)

地方交付税
113億723万円
(14.5)

市債
97億5,940万円
(12.5)

県支出金 46億6,642万円(6.0)

諸収入 23億8,918万円(3.1)繰越金 22億4,892万円(2.9)

その他
72億2,530万円
(9.3)

人件費
135億2,832万円
(18.4)

扶助費
121億61万円
(16.4)

公債費
122億9,225万円
(16.7)

投資的経費
(普通建設事業費等)
120億2,325万円(16.4)

投融資関係経費
(積立金･繰出金等)
100億4,042万円(13.6)

その他の行政経費
（補助金等）

135億8,079万円(18.5)

（カッコ内は構成比）一般会計歳入

（カッコ内は構成比）一般会計歳出
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
148
号
〉

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
利
益
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定

　

水
道
事
業
損
益
は
、
収
益
総
額
が
４
３
億
４
，
６
６
３
万
１
千
円
、
費
用
総
額

が
３
９
億
１
，
７
４
７
万
７
千
円
。
４
億
２
，
９
１
５
万
４
千
円
の
純
利
益
を
計

上
し
、
建
設
改
良
積
立
金
へ
４
億
円
を
積
み
立
て
予
定
。
ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、

収
入
が
４
億
６
，
１
０
２
万
４
千
円
、
支
出
が
１
２
億
９
，
５
５
１
万
７
千
円
と

な
り
、
不
足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
填
し
て
い
ま
す
。

〈
議
案
第
153
号
〉

八
本
松
小
学
校
校
舎

増
改
築
工
事（
建
築
）の
契
約
締
結

　

八
本
松
小
学
校
校
舎
の
増
改
築
工
事
（
建
築
）
に
つ
い
て
、
１
回
目
の
入
札
が

不
調
に
終
わ
り
、
再
度
入
札
を
実
施
し
た
結
果
、
落
札
業
者
が
決
定
し
た
た
め
、

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

◎
主
な
内
容

　

上
水
道
拡
張
工
事

　
　
　
　

２
億
９
，
４
０
５
万
円

　

配
水
管
設
備
工
事

　
　
　
　

２
億
３
，
１
１
３
万
円

　

水
道
監
視
シ
ス
テ
ム
改
良

　
　
　
　
　
　

２
，
０
４
４
万
円

給水車

◎
委
員
会
で
の
討
論

反
対
討
論

　谷
委
員

　

消
費
税
増
税
に
よ
り
、
水
道
使
用

料
が
住
民
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
で
は
、
増
税
後
も
水
道

使
用
料
を
引
き
上
げ
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。
黒
字
決
算
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
方
の
裁
量
で
補
填
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　宮
川
委
員

　

今
後
の
計
画
的
な
管
路
更
新
、
施

設
更
新
に
備
え
て
、
建
設
改
良
積
立

金
を
着
実
に
積
み
立
て
て
い
る
な
ど
、

経
営
状
態
は
非
常
に
健
全
で
あ
る
と

考
え
、
賛
成
す
る
。

◎契約の内容

①契約の方法　　　条件付一般競争入札

②契約金額　　　　９億１,０３１万９,９９９円

③契約の相手方　　三島・萩尾特定建設工事共同企業体

　　　　　　　　　　代表者　福山市駅家町万能倉

　　　　　　　　　　　　　　　　三島産業株式会社

　　　　　　　　　　構成員　東広島市八本松東

　　　　　　　　　　　　　　　　萩尾工業株式会社

八本松小学校校舎
完成イメージ

鉄筋コンクリート造り
の３階建て、延べ面積
約５,653平方メートル
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●
議
案
第
1₄₇
号

　
（
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

燃
料
の
高
騰
や
原
材
料
の
高
騰
、

担
い
手
不
足
は
深
刻
な
状
態
に
な
っ

て
お
り
、
大
事
業
は
凍
結
す
べ
き

だ
っ
た
と
考
え
る
。
年
金
の
引
き
下

げ
や
生
活
保
護
費
の
引
き
下
げ
に
よ

り
、
経
済
が
後
退
し
格
差
が
広
が
る

中
、
大
事
業
を
見
直
し
、
保
育
所
待

機
児
童
の
解
消
や
子
ど
も
の
医
療
費

の
無
料
化
な
ど
、
福
祉
の
増
進
に
回

す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
1₄₇
号

　
（
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
）

賛
成

 
高
橋
典
弘
議
員

　

総
合
計
画
の
事
業
は
確
実
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

財
政
運
営
が
行
わ
れ
た
も
の
と
評
価

し
、
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
1₄8
号

　
（
平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

市
民
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る

中
、
一
般
会
計
の
剰
余
金
を
補
填
す

べ
き
だ
っ
た
と
考
え
、
反
対
す
る
。

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※ 「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」
は除斥になります。

議案番号▶ 議
案
第
1₄₇
号

議
案
第
1₄8
号会　派　名 議　員　名

新 風 ２ １

奥谷　　求 ○ ○

宮川　誠子 ○ ○

高橋　典弘 ○ ○

寺尾　孝治 議 議

上田　　廣 ○ ○

中曽　義孝 ○ ○

杉井　弘文 ○ ○

合 志 会

乗越　耕司 ○ ○

新開　邦彦 ○ ○

家森　建昭 ○ ○

中平　好昭 ○ ○

池田　隆興 ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○

威 信 会

麻生　　豊 ○ ○

杉原　邦男 ○ ○

大江　弘康 ○ ○

山下　　守 ○ ○

牧尾　良二 欠 欠

渡邉　國彦 ○ ○

市民クラブ

西本　博之 ○ ○

石原　賢治 ○ ○

赤木　達男 ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○

竹川　秀明 ○ ○

小川　宏子 ○ ○

五 月 会

平岡　　毅 ○ ○

坂本　一彦 ○ ○

下村　昭治 ○ ○

東広島いろは会
重光　秋治 ○ ○

早志　美男 ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × ×

市民フォーラム 鈴木　利宏 ○ ○

本
会
議
の
討
論

委
員
会
審
査
概
要

決
算
特
別
委
員
会

●
議
案
第
1₄₇
号

　
︵
平
成
2₅
年
度
一
般
会
計
決
算
︶

　
　
　
　

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
に

つ
い
て
、
市
内
に
お
け
る
電

気
使
用
量
が
前
年
度
と
比
べ
て
減
少

し
た
が
、
成
果
が
出
た
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
普

及
に
５
万
円
／
件
の
補
助
金

を
出
し
て
お
り
、
全
国
の
平
均
普
及

率
が
5.₆
％
の
と
こ
ろ
、
本
市
で
は

1₄
％
ま
で
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
や
エ

QＡ

コ
家
電
の
普
及
も
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

　
　
　
　

職
員
の
時
間
外
勤
務
が
恒

常
化
し
病
気
休
暇
取
得
者
も

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
適
正
配

置
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

今
後
は
、
時
間
外
勤
務
の

管
理
を
厳
格
に
し
、
必
要
に

応
じ
臨
時
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

流
動
配
置
で
対
応
し
て
い
く
。
職
員

の
健
康
管
理
は
非
常
に
重
要
と
認
識

を
し
て
お
り
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減

に
努
め
る
。

QＡ


